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文部科学省の核融合科学技術委員会の要請

により、2015年6月にQST六ヶ所核融合研究所に
設置された原型炉設計合同特別チームでは、原

型炉開発総合戦略タスクフォースの策定した

アクションプランに沿って日本の原型炉概念

設計を実施中である。特別チームはQST、大学・
研究機関、産業界から総勢117名の専門家で構
成され、オールジャパン体制で設計活動を推進

している。2019年から大学等との共同研究の新
たな枠組みが整備され、QSTとNIFSが窓口とな
り合計44件の共同研究を実施中である。また、
設計活動としては全体会合等の技術会合を開

催して、設計情報の共有や合意形成を図りなが

ら進めている。 
これまでに、超伝導コイル、ダイバータ、ブ

ランケット、加熱・電流駆動、炉心プラズマ、

遠隔保守、安全性、プラント設備、等の技術検

討をベースに設計統合を進め、核融合出力

1.5GW、プラズマ主半径8.5mの炉心性能に整合
する原型炉全体の基本概念構築を完了した（下

図）。特に、核融合科学技術委員会の定めた原

型炉の目標に対して、ITERの技術基盤に基づき
つつ、産業界の発電プラント技術及び運転経験

を取り入れることで、(1) 約64万キロワットの
電気出力、(2) 新たな保守方式の考案による稼
働率~70%、(3) 増殖ブランケット構造の改良に
よる燃料生産性の向上、に見通しを得ている。 
特別チームでは2021年から概念設計に取り

組む予定である。これまでは既存技術基盤から

の飛躍を最小限に原型炉概念の基本設計を実

施し、実現可能性の高い基本概念を構築した。

今後は原型炉のあるべき姿からのバックキャ

ストにより、安全性を前提にエネルギーの安定

供給及び経済性向上、環境負荷低減を見通しう

る原型炉概念構築に向けて概念設計の改良を

進める計画である。 
 

 
 

核融合原型炉プラントの概要 


